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受 理 番 号 第 １７ 号 

受理年月日 令和４年１０月５日 

件 名 「日本国政府は北朝鮮に5000億円の返還請求せよ」の意見書を国に提出を

求める陳情 

陳情者の住所 

及 び 氏 名 

桐生市相生町５－３８５－１レオパレスアヴニール１０１ 

寺口まさのぶ 

陳情の要旨 

 北朝鮮の核開発施設を破棄させるための交換条件として､我が国はじめ

自由主義諸国は重油・軽水炉の支給など、約5000億円分の経済支援を行っ

てきた。 

然るに北朝鮮はこんにちまで核開発、核爆弾製造、 ICBMによる核攻撃

の具現化を続け、信義則違反となった。 

さらには10月4日、北朝鮮は日本に向けてミサイルを発射した。これは

4600km 飛行し、太平洋の日本のEEZ外に落下した。 

政府はJアラートを発表し、国民に警戒態勢を求めた。 

国連安保理に提訴しようにも、 常任理事国ロシアは自ら隣国ウクライナ

に侵略戦争を継続し、世界からの信認を失っている体たらくである。 

北朝鮮に世界の怒りを伝えるため、北朝鮮にかつての5000億円の支援金

の返還を請求してゆくべきだ。 

付託委員会 総務委員会 

審 査 結 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 


